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ふ
る
さ
と
白
馬
村
を
応
援
す
る
基
金
の
運
用
状
況　
～
ふ
る
さ
と
納
税
の
報
告
～

「
ふ
る
さ
と
白
馬
村
を
応
援
す
る
条
例
」に
よ
り
運
用
し
て
い
る
基
金
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

年度ごとの寄附の状況
年度 件数 金額

H20 8 件 986,500 円

H21 9 件 5,680,000 円

H22 12 件 15,505,000 円

H23 7 件 5,890,000 円

H24 11 件 6,460,000 円

H25 12 件 6,400,000 円

H26 5,684 件 150,873,468 円

H27 5,996 件 192,295,801 円

H28 7,031 件 199,322,503 円

H29 6,001 件 211,175,002 円

H30 7,900 件 262,371,058 円

H31 8,043 件 324,624,497 円

R2 12,668 件 396,968,100 円

合計 53,382 件 1,778,551,929 円

事業ごとの寄附の状況（令和２年度）
事業区分 件数 金額

スポーツ振興に関する事業 1,894 件 72,180,800 円
環境の保護及び景観の維持・

再生に関する事業 3,412 件 102,424,600 円

多様性を活かした地域力向
上に関する事業 315件 7,937,600 円

地域教育力の向上に関する
事業 799件 17,427,800 円

地域高校としての白馬高校
の魅力化・国際化と存続に

関する事業
284件 11,331,200 円

世界水準の国際観光地づく
りに関する事業 780件 47,038,500 円

子育て支援に関する事業 1,741 件 40,217,900 円
地域課題の解決に資する事
業者等の支援に関する事業 174件 2,934,200 円

指定なし 3,269 件 95,475,500 円
合計 12,668 件 396,968,100 円

　　　　　　令和２年度は基金を活用して以下の事業を実施しました。
事業区分 金額 実施事業

スポーツの振興に関する事業 32,460,000 円 東京 2020 聖火リレー事業、スキー選手育成事業、�体育施設維持管理事業等

環境の保護及び景観の維持・再生に関す
る事業 123,820,000 円 木質バイオマス設備導入事業、太陽光発電施設等設置補助事業、塵芥処理事業等

多様性を活かした地域力向上に関する事
業 4,900,000 円 地域づくり事業等

地域教育力の向上に関する事業 12,900,000 円 学校環境整備事業、氷河調査事業、文化財保護事業等

地域高校としての白馬高校の魅力化・国
際化と存続に関する事業 65,600,000 円 公営塾・教育寮運営、講演会開催等

世界水準の国際観光地づくりに関する事
業 23,190,000 円 多文化共生支援システム構築事業、海外観光客受皿整備事業、２１観光戦略事業等

子育て支援に関する事業 17,530,000 円 しろうま保育園運営事業、学校給食センター事業等

産業・文化を活かした国際交流の推進に
関する事業 1,420,000 円 産地づくり対策事業・商工振興事業等

合計 281,820,000 円

商品 件数 金額
宿泊補助券 1,904 件 104,280,000 円
リフト券 1,299 件 52,746,500 円
白馬産米 6,478 件 72,834,000 円
特産品 3,186 件 24,818,500 円

体験チケット 477件 8,684,500 円
オリジナルグッズ 8,201 件 104,910,000 円
電子感謝券 822件 44,970,000 円
合計 22,367 件 413,243,500 円

■お礼の品の受注状況

■「ふるさと白馬村を応援する基金」の活用状況

■お礼の品の数と事業者数（R3.3.31時点）

■「ふるさと白馬村を応援する寄附」の状況

※�左記の件数・金額は、令和２年度に発送をした
ものを対象にしています。
※�白馬産米の集計については、寄付件数ごとに 1
件として算出しています。（平成 30年度までは
10㎏のみの取扱いであったため、10㎏を 1件と
していましたが、令和元年度より 8㎏、5㎏、2
㎏と取扱数を増やしたため）

協賛事業者数：47者
取扱返礼品数：186品

お問合せ　白馬村総務課　電話：0261-72-7002
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児
童
手
当「
現
況
届
」の
提
出
は

お
済
み
で
す
か
？

令
和
3
年
度
犬・猫
の
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、毎
年
６
月
に「
現
況

届
」を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
出
は
、６
月

１
日
現
在
に
お
け
る
養
育
状
況
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
、児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

受
給
者
の
皆
さ
ん
で
、現
況
届
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
を
さ
れ
な
い
と
、６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●�

届
出
場
所

　

�

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階　

　
白
馬
村
教
育
委
員
会
子
育
て
支
援
課

●�

必
要
な
も
の

　
○�「
児
童
手
当
現
況
届
」用
紙　

※
お
持
ち
で
な
い
方
は
窓

口
で
再
発
行
し
ま
す
。

　
○
受
給
者（
保
護
者
）の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー　

　
○�

令
和
３
年
１
月
２
日
以
降
白
馬
村
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

『
個
人
番
号
届
出
書
』を
記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
○�

児
童
が
白
馬
村
外
に
別
居
し
て
い
る
場
合
は
、『
監
護
・
生

計
同
一
申
立
書
』を
記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
○�

そ
の
他
、別
に
書
類
が
必
要
な
方
も
あ
り
ま
す
の
で
、詳

し
く
は
子
育
て
支
援
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、お
送
り
し
て
あ
り
ま
す
記

入
例
を
ご
確
認
の
上
、手
続
き
が
短
時
間
で
済
み
ま
す
様
、ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

１　
目
的

動
物
の
飼
い
主
に
は
、動
物
の
適
正
な
飼
養
に

つ
い
て
責
任
が
あ
り
、自
覚
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
動
物
の
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
に
は
、

不
妊
・
去
勢
手
術
な
ど
繁
殖
制
限
の
措
置
を
と
る

こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。
不
用
意
に
繁
殖
を
行

い
、適
正
な
飼
養
が
で
き
る
頭
数
を
超
え
た
場

合
、不
幸
な
犬
ま
た
は
猫
が
増
え
る
結
果
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
、不
妊
・
去
勢
手
術
の
普
及
を
目
的
と
し
て
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

２　
内
容

大
町
市
及
び
北
安
曇
郡
内
に
在
住
す
る
犬
又
は

猫
の
飼
主
に
対
す
る
、不
妊
・
去
勢
手
術
費
の
補
助

３　
補
助
金
額

オ
ス
・
メ
ス
い
ず
れ
も
１
頭
に
つ
き

3
，0
0
0
円

４　
補
助
対
象
と
な
る
条
件

（
１
）�大
町
市
、北
安
曇
郡
内
に
在
住
す
る
犬
又
は

猫
の
飼
い
主
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）�令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
12
月

31
日
ま
で
に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
実
施
で
き

る
こ
と
。（
年
末
年
始
の
休
診
日
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
）

（
３
）�下
記
６
の
大
町
市
、北
安
曇
郡
内
で
開
業
し

て
い
る
獣
医
師
に
よ
り
手
術
を
受
け
る
こ
と
。

（
４
）一
世
帯
に
つ
き
１
頭

（
５
）�犬
は
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
が
済
ん

で
い
る
こ
と
。

（
６
）�永
久
的
な
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
っ
た
場
合

に
の
み
助
成
を
す
る
こ
と
。

（
７
）�生
後
６
ヶ
月
以
上
５
歳
程
度
以
下
の
犬
又

は
猫
で
あ
る
こ
と
。

　5　
受
付

（
１
）�期
間
：
令
和
３
年
６
月
１
日（
火
曜
日
）か
ら

令
和
３
年
８
月
31
日（
火
曜
日
）ま
で

（
２
）�場
所
：
飼
主
が
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
担

当
課
窓
口

（
３
）�方
法
：
市
町
村
役
場
窓
口
に
あ
る
受
付
書
に

氏
名
等
を
記
入
す
る
。

　
　

�

９
月
に
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
内
事
務
局

で
抽
選
し
、補
助
対
象
者
を
決
定
す
る
。

　
　

�

補
助
対
象
者
に
は
大
町
保
健
所
か
ら
申
請

書
を
送
付
す
る
。

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
の
ち
、左
記
６

の
い
ず
れ
か
の
動
物
病
院
に
提
出
す
る
。

6　
手
術
可
能
な
動
物
病
院

　
・	

横
澤
動
物
医
院　

	

大
町
市
大
町
４
８
６
８
-
２

	

T
E
L　
0
2
6
1
-2
2
-0
2
3
6

　
・	

あ
づ
み
動
物
病
院

	

大
町
市
常
盤
４
７
２
９
-
５

	

T
E
L　
0
2
6
1
-2
2
-7
5
9
0

　
・	

松
沢
動
物
病
院

	

北
安
曇
郡
白
馬
村
北
城
５
９
４
４

	

T
E
L　
0
2
6
1
-7
2
-2
6
6
0

7　

主
催　

長
野
県
動
物
愛
護
会
大
北
支
部　

　
8　
後
援　
大
北
地
区
飼
犬
管
理
対
策
協
議
会

お問合せ　白馬村教育委員会子育て支援課　電話：0261-85-8101

お問合せ　長野県動物愛護会大北支部事務局（大町保健福祉事務所 食品・生活衛生課内）
〒 398-8602　大町市大町 1058-2( 大町合同庁舎内 ) TEL0261-23-6528　FAX0261-23-2266
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な
る
ほ
ど
！
村
税
情
報　
vol.3

令
和
3
年
度
　
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
と
は

　

日
本
で
は
い
ざ
と
い
う
と
き
に
安
心

し
て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
に
、す

べ
て
の
人
が
い
ず
れ
か
の
医
療
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す（
国
民
皆
保
険
制
度
）。国
民
健
康
保

険
は
、加
入
す
る
人
が
全
員
で
お
金
を
出

し
合
い
、医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の

医
療
費
の
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
い
う

助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

・
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す

　

国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
主
が
納
税

義
務
者
と
な
り
ま
す
。世
帯
主
が
社
会
保

険
な
ど
に
加
入
し
て
い
て
も
世
帯
内
に

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
い
る
場

合
は
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
に
な
り
ま

す（
擬
制
世
帯
主
と
呼
び
ま
す
）。

・
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法

　

国
民
健
康
保
険
税
は
次
の
計
算
方
法

に
よ
り
算
出
し
ま
す
。な
お
、介
護
保
険

分
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

・
年
間
保
険
税
額
の
計
算
方
法

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、毎
年
4
月
か
ら

翌
年
3
月
ま
で
の
12
ヶ
月
を
1
年
度
と

し
て
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
額�

=�

医
療
分�

+�

後
期
高
齢
者
支
援
金
分�

+�

介
護
保
険
分

　

年
度
の
途
中
で
前
年
の
所
得
金
額
が

変
更
に
な
っ
た
り
、加
入
・
脱
退
な
ど
が

あ
っ
た
と
き
は
再
度
計
算
し
直
し
ま
す
。

加
入
・
脱
退
に
つ
い
て
は
、月
割
り
で
計

算
し
ま
す
。

◇�

加
入
し
た
と
き
・
・
・
国
保
加
入
月
か

ら
3
月
ま
で
の
期
間
に
て
計
算
し
ま

す
。

◇�

脱
退
し
た
と
き
・
・
・
国
保
喪
失
日
の

属
す
る
月
の
前
の
月
ま
で
の
期
間
に

て
計
算
し
ま
す
。

※�

社
会
保
険
へ
加
入
や
脱
退
し
た
際
に

は
速
や
か
に
役
場
で
の
手
続
き
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

・
軽
減
に
つ
い
て

　

前
年
中
の
世
帯（
国
保
加
入
者
全
員
）

の
総
所
得
金
額
が
一
定
基
準
以
下
の
場

合
に
は
、均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
減
額

に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、確
定
申
告
を
し

て
い
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
、所
得
額
が

不
明
の
方
が
い
る
場
合
に
は
、基
準
に
該

当
す
る
か
判
断
で
き
な
い
た
め
軽
減
が

か
か
り
ま
せ
ん
。

○�

世
帯
の
所
得
の
合
計
額
と
は
、被
保
険

者
全
員
の
総
所
得
・
山
林
所
得
・
譲
渡

所
得（
特
別
控
除
前
）を
合
計
し
た
も

の
で
す
。
世
帯
主
が
国
保
非
加
入
で

あ
っ
て
も
軽
減
判
定
用
の
所
得
に
含

み
ま
す
。通
知
書
等
に
あ
る
課
税
所
得

所得割 均等割 平等割 限度額

内　容 前年中の所得
に応じて計算

国保加入者数
に応じて計算

一世帯あたり
定額で計算

課税限度額
（上限額）

医療分 4.60％ 15,900 円 12,000 円 630,000 円

後期高齢者
支援金分 3.90％ 13,300 円 10,000 円 190,000 円

介護保険分 2.40％ 11,000 円 6,100 円 170,000 円

軽減割合 7 割軽減 5 割軽減 2 割軽減

基準となる所得
金額（今年度から
変更）

世帯の所得の合
計額が、基礎控除
額(43万円)+10
万円× ( 給与所
得者等の数－1)
以下

世帯の所得の合
計額 が、基礎控
除額 (43万円 )+ 
28.5万円× ( 被
保険者数 ) +10
万円× ( 給与所
得者等の数－1)
以下

世帯の所得の合
計額が、基礎控除
額(43万円)+52
万円× ( 被保険
者 数 )+10 万 円
× ( 給与所得者
等の数－1)以下
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■
納
付
方
法
・
納
付
場
所

村
税
・
料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

   お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714　税務課　電話：0261-85-0712

   お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712

上下
水道料金 村県民税 国民健康

保険税

現金払
（金融機関及び役場会計室） ◯ ◯ ◯

現金払
（コンビニエンスストア） ◯ ◯ ◯

口座振替 ◯ ◯ ◯
クレジットカード決済

（インターネット及び税務課窓口） − ◯ ◯
スマートフォン決済

（PayPay 及び LINE Pay） − ◯ ◯

６
月
納
期
の
村
税
及
び
料
金

　
　
村
県
民
税	

第
１
期
分

　
　
国
民
健
康
保
険
税	

第
１
期
分

　
　
上
下
水
道
料
金	

６
月
請
求
分

納期限及び口座振替日

6
30水

額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○�
専
従
者
控
除
を
受
け
て
い
る
方
は
、専
従
者
控
除（
給
与
）

額
を
ご
本
人
の
軽
減
判
定
額
に
含
ん
で
計
算
し
ま
す
。

○�

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
の
方
は
年
金
所
得
か
ら

15
万
円
を
控
除
し
た
所
得
金
額
で
軽
減
判
定
を
行
い
ま

す
。

○�

給
与
所
得
者
等
と
は
、一
定
の
給
与
所
得
者
、公
的
年
金

等（
国
民
年
金
、厚
生
年
金
、企
業
年
金
な
ど
）の
支
給
を

受
け
る
方
を
い
い
ま
す
。

○�

加
入
者
数
と
は
、同
一
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
移

行
し
た
方
も
含
み
ま
す
。

・
納
付
方
法

　

普
通
徴
収（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）と
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
普
通
徴
収（
普
通
徴
収
の
方
の
納
期
は
、6
月（
1
期
）か

ら
翌
年
3
月（
10
期
）ま
で
の
10
回
で
す
。）

令
和
3
年
度
納
期
限

特
別
徴
収（
次
の
①
か
ら
④
に
該
当
す
る
方
）

①�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
主
・
世
帯
員
が

全
て
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る
方

②�

年
金（
老
齢
基
礎
年
金
）給
付
額
が
年
額
18
万
円
以
上
あ

る
方

③�

世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
対
象
者
で
あ
る
方

④�

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
を
合
算
し
た
額
が
、

年
金
給
付
額（
老
齢
基
礎
年
金
給
付
の
年
額
を
6
で
除

し
て
得
た
額
）の
2
分
の
1
よ
り
少
な
い
方

※�

年
齢
が
65
歳
に
到
達
し
た
方
や
転
入
さ
れ
た
方
で
特
別

徴
収
に
該
当
す
る
方
は
、手
続
き
の
都
合
上
し
ば
ら
く

の
期
間（
6
ヶ
月
程
度
）は
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。特

別
徴
収
と
な
る
方
に
は
、事
前
に「
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
」を
送
付
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
納

税
が
困
難
な
方
に
対
す
る
猶
予
制
度
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
納
税
が
困
難

な
方
に
つ
い
て
、納
税
の
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご

相
談
く
だ
さ
い
。

納期限
第1期 6月30日
第2期 7月26日
第3期 8月25日
第4期 9月27日
第5期 10月25日
第6期 11月25日
第7期 12月27日
第8期 1月25日
第9期 2月25日

第10期 3月22日
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肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

65
歳
以
上
の
方
は
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
お
く
と
、肺
炎
の
発
症
・

重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
だ
一
度
も
接
種

し
た
こ
と
の
な
い
対
象
の
方
は
、こ
の
機
会
に
お
受
け
く
だ

さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
や
、

肺
炎
球
菌
以
外
の
細
菌
に
よ
る
感
染
症
は
、肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
で
は
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

肺
炎
球
菌
感
染
症
と
は

肺
炎
球
菌
は
主
に
気
道
の
分
泌
物
に
含
ま
れ
る
細
菌
で
、

唾
液
な
ど
を
通
じ
て
飛
沫
感
染
し
、肺
炎
や
気
管
支
炎
、敗

血
症
な
ど
の
重
い
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

肺
炎
は
、日
本
人
の
死
因
の
第
5
位
で
あ
り
、死
亡
者
の
約

98
%
が
65
歳
以
上
の
方
で
す
。
肺
炎
球
菌
は
肺
炎
の
中
で
一

番
多
い
病
原
菌
で
す
。

【
令
和
3
年
度
の
接
種
対
象
者
】

令
和
元
年
か
ら
5
年
間
に
対
象
を
分
け
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

①　
令
和
3
年
度
に
次
の
年
齢
と
な
る
方

②��

令
和
3
年
6
月
１
日
以
降
の
接
種
日
に
お
い
て
、

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
者
で
、心
臓
、腎
臓
又
は

呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る

者
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫

の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
者
。

※�

過
去
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
、令
和
3
年
度
接
種
年
齢

以
外
の
方
は
定
期
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、補
助
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。全
額
自
己
負

担
で
あ
れ
ば
接
種
可
能
で
す
。

　

�

ま
た
、前
回
の
接
種
か
ら
5
年
以
内
に
再
度
接
種

を
受
け
た
場
合
、副
反
応
が
強
く
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

【
接
種
期
間
】

　
令
和
3
年
6
月
1
日
～
令
和
4
年
3
月
31
日

【
接
種
回
数
】

　
１
回　

���

【
費　
用
】　

　
2
，0
0
0
円

【
接
種
方
法
】

　

�

村
内
の
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。な
お
、希

望
者
は
各
自
で
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
下
さ

い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
受

け
る
場
合
は
、2
週
間
以
上
の
接
種
間
隔
を
空
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
接
種
間
隔
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

対
象
の
方
に
は
7
月
中
～
下
旬
頃
に
通
知
を
お
送

り
す
る
予
定
で
す
。
6
～
7
月
に
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
希
望
さ
れ
る
対
象
者
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

年齢 対象生年月日

65歳 昭和31年�4月�2日生�～�昭和32年�4月�1日生の方

70歳 昭和26年�4月�2日生�～�昭和27年�4月�1日生の方

75歳 昭和21年�4月�2日生�～�昭和22年�4月�1日生の方

80歳 昭和16年�4月�2日生�～�昭和17年�4月�1日生の方

85歳 昭和11年�4月�2日生�～�昭和12年�4月�1日生の方

90歳 昭和��6年�4月�2日生�～�昭和��7年�4月�1日生の方

95歳 大正15年�4月�2日生�～�昭和��2年�4月�1日生の方

100歳 大正10年�4月�2日生�～�大正11年�4月�1日生の方

肺炎による死亡者の
約98%は65歳以上

日本人の死因 上位5位
第1位：悪性新生物
第2位：心疾患
第3位：老衰

第4位：脳血管疾患
第5位：肺炎

98%
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令
和
3
年
度�

歯
周
疾
患
節
目
検
診
の
お
知
ら
せ

歯
周
病
を
始
め
と
す
る
歯
周
疾
患

は
、中
高
年
以
降
の
歯
の
喪
失
の
原
因

と
し
て
多
く
を
占
め
て
お
り
、初
期
に

は
自
覚
症
状
に
乏
し
く
、症
状
を
自
覚

し
た
時
に
は
症
状
が
か
な
り
進
行
し

て
お
り
、歯
の
保
存
が
困
難
と
な
る
こ

と
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

村
で
は
、歯
周
疾
患
の
早
期
発
見
及

び
口
腔
保
健
意
識
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
節
目
の
年
齢
で
あ
る

40
、50
、60
、70
歳
に
、歯
科
医
療
機
関

に
よ
る
問
診
、口
腔
内
一
般
検
診
、歯

周
組
織
検
査
、口
腔
衛
生
指
導
の
歯
周

疾
患
検
診
･
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
の
対
象
者
は
、令
和
3
年
4

月
1
日
現
在
、
白
馬
村
に
住
所
を
有

し
、令
和
3
年
度
に
満
40
歳
･
満
50
歳

･
満
60
歳
･
満
70
歳
に
達
す
る
方
で

す
。
受
診
料
金
の
自
己
負
担
額
は
1
，

0
0
0
円
で
、3
，0
0
0
円
を
村
が

助
成
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
の
で
、大
北
管
内
歯
科
医
療
機
関
に

て
、電
話
予
約
の
上
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。有

効
期
限
は
令
和
4
年
2
月
28
日

（
月
曜
日
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
受
診
希
望
者
の
集
中
を
防
ぐ
た
め
、

4
月
～
6
月
に
分
散
し
て
受
診
券
を

配
布
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予

防
に
つ
い
て
の
お
願
い

〇�

風
邪
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合

は
、受
診
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

〇�

受
診
の
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
ほ
か
、手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

（
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、マ

ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、ハ
ン
カ
チ
、

袖
・
肘
の
内
側
な
ど
を
使
っ
て
、口

や
鼻
を
お
さ
え
る
）の
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

【令和 3年度　歯周疾患節目検診対象者】

年　齢 生　年　月　日

40歳 昭和56年4月2日�～�昭和57年4月1日

50歳 昭和46年4月2日�～�昭和47年4月1日

60歳 昭和36年4月2日�～�昭和37年4月1日

70歳 昭和26年4月2日�～�昭和27年4月1日

【実施医療機関】
歯科医院名 電話番号 歯科医院名 電話番号

＜大町市＞ ＜松川村＞
いいざわ歯科医院 23-7050 あづみ野歯科 62-2332

オクハラ・デンタル・クリ
ニック 23-0500 いとう歯科医院 62-8880

金子歯科医院 23-2200 岡江歯科医院 62-9888
グリーン歯科クリニック 23-6666 きらり歯科医院 62-0005

佐藤歯科医院 23-3211 丸山歯科クリニック 62-0648
にこにこデンタルクリニック 23-5612 ＜白馬村＞

砂田歯科医院 22-0648 おだ歯科 72-6482
西澤歯科医院 22-5091 武田歯科医院 72-8060
平林歯科医院 22-1149 柏原歯科医院 71-1182
宮下歯科医院 22-0297
横澤歯科医院 22-1343 ＜小谷村＞

＜池田町＞ 小谷歯科医院 82-2762
小田切歯科医院 62-3134
師岡歯科 62-9781
竹内歯科医院 62-2151
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令
和
3
年
度
検
定
満
了
の
水
道
メ
ー
タ
ー
取
替

作
業
の
お
知
ら
せ

油
の
流
出
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

●�

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
に
つ

い
て

お
客
様
の
ご
家
庭
等
に
設
置
さ
れ

て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、白
馬
村

役
場
上
下
水
道
課
が
お
貸
し
し
て
い

る
も
の
で
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
は
計

量
法
に
よ
り
8
年
間
の
有
効
期
限
が

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

令
和
3
年
度
に
有
効
期
間
が
満
了

す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
る
お
客
様
に
は
、別
途
通
知
の
上
、

上
下
水
道
課
が
委
託
し
た
白
馬
村
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者（
以
下「
指

定
業
者
」と
い
う
）が
お
伺
い
し
、水

道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
作
業
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

●
取
替
費
用

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
に
係
る

お
客
様
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
取
替
期
間

令
和
3
年
度
は
6
月
か
ら
12
月
の

期
間
に
指
定
業
者
が
お
客
様
へ
事
前

説
明
を
行
い
、水
道
メ
ー
タ
ー
の
取

替
作
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
水
道

メ
ー
タ
ー
の
取
替
作
業
中
は
水
道
が

一
時
的
に
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

指
定
業
者
が
お
客
様
の
ご
都
合
に
合

わ
せ
て
日
程
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
作
業
概
要

・�

敷
地
内
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
等

に
設
置
さ
れ
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー

及
び
自
動
検
針
用
機
器
、配
線
の
取

替
え
を
い
た
し
ま
す
。

・�
作
業
時
間
は
10
分
か
ら
60
分
程
度

で
す
。（
メ
ー
タ
ー
の
設
置
状
況
に

よ
り
多
少
時
間
が
異
な
り
ま
す
）

��

な
お
、水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
作
業

中
は
、水
道
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

●
お
客
様
へ
の
お
願
い

・�

作
業
に
あ
た
り
、お
客
様
の
敷
地
内

に
立
ち
入
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

・�

細
心
の
注
意
を
払
い
作
業
を
行
い

ま
す
が
、空
気
等
の
混
入
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、最
初
に
水
を
使
わ
れ

る
と
き
に
は
、給
湯
器
や
浄
水
器
を

通
ら
な
い
蛇
口
を
し
ば
ら
く
開
け

て
か
ら
使
用
く
だ
さ
い
。（
例
：
散
水

栓
等
1
分
程
度
）

白
馬
村
に
お
い
て
、家
庭
か
ら
の

灯
油
の
流
出
や
、農
機
具
か
ら
の
燃

料
の
流
出
事
故
等
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
油
流
出
事
故
が
発

生
す
る
と
、火
災
の
原
因
と
な
る
だ

け
で
な
く
、河
川
の
環
境
汚
染
や
生

態
系
、農
業
等
に
大
き
な
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、環
境
汚
染
の
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
に
必
要
な
油
の
回
収
、水

路
の
清
掃
等
の
作
業
に
か
か
る
費

用
は
、原
因
者
の
負
担
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

万
が
一
、油
類
の
流
出
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、新
聞
紙
や
タ
オ
ル
等

で
そ
れ
以
上
油
が
流
れ
出
な
い
よ

う
応
急
処
置
を
行
い
、す
ぐ
に
白
馬

村
役
場
ま
た
は
消
防
署
へ
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、油
類
が
流
れ
て
い
る
現
場

を
発
見
し
た
場
合
に
も
、白
馬
村
役

場
ま
た
は
消
防
署
へ
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
迅
速
な
対
応
が
被
害
の

拡
大
を
防
ぎ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
油
類
流
出
事
故
を
防
ぐ
心
掛
け

・�

給
油
す
る
と
き
は
、そ
の
場
か
ら

離
れ
な
い
、目
を
離
さ
な
い
、容
器

等
か
ら
溢
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。給
油
後
は
、タ
ン
ク
の

栓
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・�

灯
油
タ
ン
ク
や
配
管
等
に
破
損
が

な
い
か
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ

う
。

・�

防
油
堤（
流
出
防
止
の
受
け
皿
）等

の
油
流
出
防
止
設
備
を
設
置
す
る

と
安
心
で
す
。

・�

不
要
に
な
っ
た
油
類
は
用
水
路
や

側
溝
に
流
す
こ
と
な
く
、販
売
店

に
ご
相
談
い
た
だ
く
等
適
切
に
処

分
し
ま
し
ょ
う
。

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話 :0261-85-0715



汚
水
処
理
の
あ
れ
こ
れ
①

以
前
、下
水
道
の
ざ
っ
く
り
と
し
た
仕

組
み
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
流
れ
込

ん
だ
汚
水
は
、微
生
物
に
よ
っ
て
き
れ
い

な
水
と
な
っ
て
、姫
川
へ
放
流
さ
れ
る
…

と
い
っ
た
内
容
を
解
説
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
処
理
方
法
を『
オ
キ
シ
デ
ー

シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
法
』と
い
い
、微
生
物
の

力
を
使
っ
て
汚
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

で
、特
別
な
薬
品
を
入
れ
る
こ
と
な
く
、よ

り
自
然
に
近
い
方
法
で
処
理
が
で
き
ま
す
。

臭
く
て
濁
っ
た
汚
水
が
、姫
川
の
水
よ
り

も
き
れ
い
で
臭
い
も
し
な
い
水
に
変
身
す

る
…
し
か
も
自
然
に
近
い
方
法
で
…
こ
の

処
理
方
法
は
デ
メ
リ
ッ
ト
も
な
く
、環
境

に
や
さ
し
い
、最
高
の
処
理
方
法
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

実
際
の
と
こ
ろ
、日
本
で
も
過
半
数
の
下

水
処
理
場
が
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

最
も
優
れ
た
汚
水
処
理
方
法
の
ひ
と
つ
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、世
の

中
に
旨
い
だ
け
の
話
が
な
い
よ
う
に
、大
き

な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る

の
は
、広
い
土
地
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、こ
れ
は
白
馬
で
は
問
題
に
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
よ
り
大
き
い
、か
つ
こ
の
処

理
方
法
の
鍵
を
握
る
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は『
微
生
物
』で
す
。

微
生
物
と
は
？

微
生
物
と
は
、読
ん
で
字
の
ご
と
く
微

小
な
生
物
で
す
。
こ
の
地
球
の
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
、様
々
な
特
徴

を
持
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
現
在
、世
界

で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
微
生
物
で
す
。
濡
れ
た
ま
ま
置

い
て
お
い
た
洗
濯
物
が
臭
く
な
る
の
も
、

肉
が
腐
る
の
も
微
生
物
の
仕
業
で
す
。
他

に
も
乳
酸
菌
や
カ
ビ
、キ
ノ
コ
等
々
、数
え

上
げ
る
と
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

洗
濯
物
を
臭
わ
せ
た
り
肉
を
腐
ら
せ
た

り
、
納
豆
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
作
っ
た
り
、

様
々
な
特
徴
を
持
つ
微
生
物
た
ち
。
当
然
、

汚
水
を
き
れ
い
に
で
き
る
微
生
物
も
い
る

わ
け
で
す
。
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ

チ
法
で
は
、そ
ん
な
微
生
物
を
使
い
ま
す
。

汚
水
を「
食
べ
る
」微
生
物

さ
て
、汚
水
を
き
れ
い
に
で
き
る
微
生

物
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う

か
？「
私
は
人
間
の
汚
水
を
キ
レ
イ
に
し

ま
す
」と
殊
勝
な
心
持
ち
で
い
る
…
な
ど

と
い
う
こ
と
は
な
く
、単
純
に
彼
ら
に
と
っ

て
汚
水
が『
ご
ち
そ
う
』な
の
で
す
。

我
々
人
間
に
と
っ
て
、汚
水
を
食
べ
る

な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、こ
れ
ら
の
微
生
物
は
、我
々

が
食
事
を
す
る
よ
う
に
、汚
水
の
成
分
で

あ
る
有
機
物
な
ど
を
摂
取
し
、分
解
す
る

の
で
す
。

先
ほ
ど
、よ
り
自
然
に
近
い
方
法
で
処

理
が
で
き
る
、と
説
明
し
ま
し
た
。
微
生

物
が
有
機
物
を
摂
取
し
、分
解
す
る
と
い

う
は
た
ら
き
は
、こ
の
地
球
の
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
機
物
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
る（
何
と

は
言
い
ま
せ
ん
が
、我
々
の
体
か
ら
出
る

ア
レ
も
有
機
物
な
ん
で
す
）下
水
道
の
汚

水
は
、彼
ら
に
と
っ
て
ご
ち
そ
う
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
法
で
は
、

微
生
物
が
い
る
水
槽
に
汚
水
を
溜
め
、彼

ら
の
呼
吸
に
必
要
な
酸
素
を
投
入
し
続
け

る
こ
と
で
、彼
ら
の
活
動
を
促
進
し
、汚
水

か
ら
有
機
物
を
除
去
し
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

魚
を
飼
っ
て
い
る
水
槽
を
想
像
す
る
と
わ

か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ブ
ク
ブ

ク
と
空
気
を
供
給
す
る
装
置
が
付
い
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
れ
と
同
じ
よ
う

な
装
置
が
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
付
い
て
お
り
、

水
槽
で
微
生
物
を「
飼
っ
て
」い
る
の
で
す
。

実
は
各
家
庭
に
設
置
す
る
浄
化
槽
も
ほ
ぼ

同
じ
よ
う
な
処
理
方
法
を
し
て
い
る
た
め
、

空
気
を
供
給
す
る
装
置
が
付
い
て
い
ま
す
。

ご
自
宅
に
浄
化
槽
の
あ
る
方
は
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

微
生
物
に
よ
っ
て
有
機
物
な
ど
を
分
解

さ
れ
た
汚
水
は
、き
れ
い
な
水
に
近
い
状

態
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、こ
の
ま
ま
姫

川
へ
流
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
の

理
由
は
、微
生
物
そ
の
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？　

白
馬
の
す
い
ど
う（
第
9
回
）

汚水を食べる微生物のひとつであるツリガネムシ
(Wikipedia より引用 )

オキシデーションディッチ法の模式図。ローターが回転する
ことで水をかき混ぜて酸素を水槽に送り込み、微生物の活動
を促進する。スケールは白馬のもの。水深 3m程度。
( 畜産環境技術研究所HPより引用。一部編集 )

約80m

約15m
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「
白
馬
村
食
育
推
進
会
議
」公
募
委
員
募
集
中

デ
マ
ン
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

村
で
は
、食
育
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め「
白
馬

村
食
育
推
進
会
議
」を
設
置
し
ま
す
。本
年
度
、こ
の

会
議
で
は
食
育
基
本
法
に
基
づ
く「
第
3
期
食
育
推

進
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。�

「
白
馬
村
審
議
会
等
の

委
員
公
募
要
綱
」に
基
づ
き
、村
民
の
方
か
ら
も
委

員
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、こ
の
こ
と
に

つ
い
て
積
極
的
な
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
募
集
の
概
要
】

1�

募
集
人
数　
2
名

2��

任　
　
期　
委
嘱
の
日
か
ら
計
画
策
定
ま
で

3��

開
催
回
数　
3
回
程
度（
場
合
に
よ
り
若
干
回
数

が
変
わ
る
こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
）

4��

報
酬
費
等　

会
議
に
出
席
い
た
だ
い
た
場
合
に

は
、村
が
定
め
る
報
酬
額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

5��

そ
の
他　
会
議
は
平
日
で
、1
回
概
ね
2
時
間

程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
要
領
】

1��

応
募
資
格���

次
の（
1
）か
ら（
3
）の
、い
ず
れ

の
要
件
に
も
該
当
す
る
方

（
1
）�白
馬
村
に
住
所
登
録
し
て
い
る
20
歳
以
上（
令

和
3
年
7
月
1
日
現
在
）の
方

（
2
）�他
の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る
委
員
に
選
任

さ
れ
て
い
な
い
方

（
3
）�行
政
区
に
加
入
し
て
い
る
な
ど
、地
域
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
方

2�

応
募
方
法���

3�

応
募
申
込
書
の
入
手
方
法

（
１
）�白
馬
村
役
場
健
康
福
祉
課
で
入
手
で
き
ま
す
。

（
２
）�白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
行
政
計

画
内
の「
食
育
推
進
計
画
」で
、応
募
申
込
書
様

式
等
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

4�

選
考
方
法

　

提
出
さ
れ
た「
応
募
申
込
書
」に
よ
り
選
考
を
行

い
ま
す
。な
お
、応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
、白
馬
村

審
議
会
等
の
委
員
公
募
要
綱
第
7
条
の
規
定
に
基

づ
き
、選
考
委
員
会
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

5�

選
考
結
果
の
通
知

　
令
和
3
年
8
月
上
旬（
予
定
）に
、郵
送
に
よ
り
本

人
あ
て
通
知
い
た
し
ま
す
。

○�

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
方
：
白
馬
村
に
住
所
の
あ
る
65

歳
以
上
の
方
。		

○�

料
金
：
無
料（
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
１
回
の
み
で

す
）。	

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
乗
車
日
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
利
用
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

＊�

一
人
で
乗
降
で
き
る
方
。＊
通
常
の
運
転
時
刻
表
に
時
間
で
の

利
用
と
な
り
ま
す
。＊
折
り
た
た
み
の
で
き
る
シ
ル
バ
ー
カ
ー

の
持
ち
込
み
は
可
で
す
。＊
複
数
の
人
数
で
乗
り
合
わ
せ
ま
す

の
で
、到
着
時
間
な
ど
毎
回
異
な
り
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話： 0261-85-0713

お問合せ・申し込み　白馬村地域包括支援センター　電話：0261-72-6667

【
申
込
手
続
】

次の書類を白馬村役場健康福祉課に持参､郵送､FAX又
はe-mailにより提出してください。
�・応募申込書(必要事項を記入してください。)
※�食育推進活動について､あなたのご意見やご提案等
を必ず応募申込書に記述してください。

【
受
付
期
間
】

令和3年7月1日(木曜日)～7月30日(金曜日)
《郵送する場合》
7月29日(木曜日)までの消印のあるものに限り受付し
ます。
《持参する場合》
期間中の受付は､午前8時30分～午後5時00分までで
す。
なお､土､日曜日及び祝日は閉庁のため､受付できません。
《FAX､e-mailで提出する場合》
7月30日(金曜日)午後5時00分までに送信願います。

白
馬
村
乗
合
タ
ク
シ
ー　

白
馬
ふ
れ
愛
♥
号
に
乗
っ
て
み
よ
う
！！

登録してない

乗りたいときは、
どすればいいの？

運転免許の返納を
考えている

登録は
どうするの？

ふれ愛号が気に
なっていた

いざという時の
ために乗ってみたい

ひとりでは
ちょっと不安…

登録はしたけど
まだ乗った事が無い

乗ってみよう！！

そんなみなさんを生活支援コーディネターが予約（登録）から
乗車までをお手伝いします。

お問合せ 登録のご案内 自宅から予約

自宅から乗車 目的地 帰宅
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お問合せ　白馬村役場健康福祉課　電話：0261-85-0713

シ
リ
ー
ズ
　
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計
画
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
　
№
2

　
　
　
　
　
�

【
計
画
の
概
要 

P
a
r
t
2
】

今
月
号
は
、
先
月
号
に
引
き
続
き
計
画
の

概
要
を
解
説
し
ま
す
。

○
障
が
い（
児
）者
の

　
定
義
っ
て
あ
る
の
？

本
計
画
に
お
け
る
障
が
い
（
児
）
者
の
定

義
は
、
左
記
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

・
障
害
者
基
本
法
第
2
条
に
規
定
さ
れ
て
い

る
・・・

「
身
体
障
害
、
知
的
障
害
又
は
精
神
障

害
（
発
達
障
害
を
含
む
）
そ
の
他
の
心
身

の
機
能
の
障
害
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
障

害
及
び
社
会
的
障
壁
に
よ
り
継
続
的
に
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を

受
け
る
者
」

・
障
害
者
基
本
法
の
附
帯
決
議
に
よ
る
・・・

「
て
ん
か
ん
及
び
自
閉
症
そ
の
他
の
発

達
障
害
を
有
す
る
者
並
び
に
難
病
に
起
因

す
る
身
体
又
は
精
神
上
の
障
害
を
有
す
る

者
で
あ
っ
て
、
継
続
的
に
生
活
上
の
支
障

が
あ
る
も
の
」

・
発
達
障
害
者
支
援
法
第
２
条
に
規
定
さ

れ
て
い
る
・・・

「
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
そ
の
他

の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学
習
障
害
、
注
意
欠

陥
多
動
性
障
害
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機

能
の
障
害
の
あ
る
者
」

　
　

た
だ
し
、
具
体
的
事
業
の
対
象
者
と
な
る

障
が
い
（
児
）
者
の
定
義
は
、
個
別
の
法
令

等
の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
ま
す
。

（
左
記
図
を
参
照
）

○
障
が
い
の
概
念
っ
て
あ
る
の
？

本
計
画
に
お
け
る
障
が
い
の
考
え
方
は
、

平
成
13
年 

5
月
に
W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）

総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
国
際
生
活
機
能
分
類

（
I
C
F
）」
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

・「
国
際
生
活
機
能
分
類（
I
C
F
）」で
は
・・・

障
が
い
を
機
能
障
が
い
、
能
力
障
が
い
と

い
っ
た
医
療
的
な
観
点
の
み
で
と
ら
え
る
そ

れ
ま
で
の
「
国
際
障
害
分
類
」
を
改
め
、
個
々

の
能
力
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
な
生
活
機
能
を

有
す
る
か
と
い
う
社
会
的
要
因
を
盛
り
込
ん

だ
考
え
方
に
転
換
し
て
い
ま
す
。

諸
要
素
の
関
連
を
図
に
す
る
と
、
次
の
と

お
り
に
な
り
ま
す
。

同
じ
障
が
い
の
程
度
（
等
級
）で
あ
っ
て
も
、

個
々
人
の
生
活
機
能
・
背
景
因
子
は
同
じ
で

は
な
く
、
本
人
の
感
じ
る
困
難
さ
や
不
自
由

さ
は
異
な
り
ま
す
。

「
障
が
い
」
と
は
、
様
々
な
要
素
が
相
互
に

作
用
し
な
が
ら
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
本

人
が
生
活
す
る
う
え
で
妨
げ
と
な
る
社
会
環

境
、
す
な
わ
ち
「
社
会
的
障
壁
」
を
除
去
す

る
こ
と
で
、
障
が
い
者
の
感
じ
る
困
難
さ
・

不
自
由
さ
の
軽
減
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
考

え
方
に
転
換
し
て
い
ま
す
。
　

○
次
回
：
白
馬
村
の
障
が
い
者
を
取
り
巻
く

現
状
等
に
つ
い
て
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チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
方
：
白
馬
村
に
住
所
の
あ
る
65

歳
以
上
の
方
。		

○�

料
金
：
無
料（
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
１
回
の
み
で

す
）。	

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
乗
車
日
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
利
用
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

＊�

一
人
で
乗
降
で
き
る
方
。＊
通
常
の
運
転
時
刻
表
に
時
間
で
の

利
用
と
な
り
ま
す
。＊
折
り
た
た
み
の
で
き
る
シ
ル
バ
ー
カ
ー

の
持
ち
込
み
は
可
で
す
。＊
複
数
の
人
数
で
乗
り
合
わ
せ
ま
す

の
で
、到
着
時
間
な
ど
毎
回
異
な
り
ま
す
。
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夏
の
交
通
安
全

や
ま
び
こ
運
動
が
始
ま
り
ま
す

特
殊
詐
欺
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！！

夏
休
み
の
時
期
を
迎
え
、
普
段
と
生
活
リ
ズ
ム
が
変

わ
り
外
出
の
機
会
が
増
え
る
子
供
や
、
交
通
事
故
死
者

の
６
割
を
占
め
て
い
る
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
を
保
護

す
る
た
め
に
、
全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼
び
掛
け
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

次
の
と
お
り
夏
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
期
　
　
　
間
　
令
和
3
年
7
月
22
日（
木
曜
日
）〜
7
月
31
日（
土
曜
日
）

○
ス
ロ
ー
ガ
ン
　「
信
濃
路
は
　
み
ん
な
の
笑
顔
　
つ
な
ぐ
道
」

○
運
動
の
重
点

　
【
基
　
本
】
「
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

　
【
重
　
点
】	

①
夏
休
み
の
子
供
の
交
通
事
故
防
止

	

②
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

	

③
高
齢
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行

	

④
飲
酒
運
転
を
は
じ
め
と
す
る
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根
絶

　
【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

　
１
．
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

　
２
．
車
道
は
、
左
側
を
通
行

　
３
．
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行

　
４
．
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　
　
　
○
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止

　
　
　
○
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　
　
　
○
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・
安
全
確
認

　
５
．
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

現
在
、
特
殊
詐
欺
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
長
野
県
内
に
お

い
て
も
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

令
和
3
年
4
月
末
時
点
で
認
知
件
数
は
の
べ
53
件
、
被

害
額
約
9
，
0
1
4
万
円
、
1
件
あ
た
り
の
被
害
額
は

1
7
0
万
円
余
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
被
害
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
※
犯
行
前
兆
電
話
の
件
数
も
5
5
6
件

と
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
す
。

※ 

あ
く
ま
で
警
察
に
届
け
出
、
相
談
の
あ
っ
た
件
数
な
の
で

実
際
は
も
っ
と
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

被
害
者
の
86
％
が
、
65
歳
以
上
の
お
年
寄
り
で
す

お
年
寄
り
が
被
害
に
遭
う
特
殊
詐
欺
の
手
口
は
、
犯
人
か
ら
の
電
話
が
す
べ
て
被
害
者
の

自
宅
固
定
電
話
に
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◆
主
な
手
口
の
か
た
り
、
名
目

オ
レ
オ
レ
詐
欺
　
…
　
息
子
（
オ
レ
オ
レ
）、
そ
の
他
の
親
族
、
親
族
以
外
そ
の
他

預
貯
金
詐
欺
　
　
…
　
百
貨
店
、
警
察
官
、
官
公
庁
、
金
融
機
関

架
空
料
金
請
求
詐
欺
　
…
　
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
金
等
、
訴
訟
関
係
費
用
等

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗
　
…
　
官
公
庁
、
警
察
官
、
金
融
機
関
、
協
会
等

	

長
野
県
警
察
本
部
広
報
資
料
よ
り

被
害
を
減
ら
す
に
は
、
犯
人
か
ら
の
犯
行
電
話
に
出
な
い
こ
と
が
1
番
で
す
！

特
殊
詐
欺
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
…

　
防
犯
機
能
付
き
電
話
の
活
用
　
迷
惑
電
話
対
策
機
器
の
活
用
　
常
時
留
守
番
電
話
機
能
の

活
用
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

も
し
電
話
に
出
て
し
ま
っ
て
も
、
自
分
1
人
で
判
断
せ
ず
家
族
や
友
人
な
ど
の
周
り
の
人

に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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村
の
特
産
品「
紫
舞（
紫
米：

む
ら
さ
き
ま
い
）」っ
て
知
っ

て
ま
す
か
？

キ
ラ
リ
☆
農
業
人

白
馬
米
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を

令
和
３
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
と

初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
が

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す

日
本
の
棚
田
百
選
に
も
選

ば
れ
て
い
る
青
鬼
地
区
で
、

30
年
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い

る
紫
色
の
も
ち
米
で
す
。
古

代
米
の
原
種
の
南
京
香
稲
（
な

ん
き
ん
こ
う
と
う
）
と
古
代

米
を
品
種
改
良
し
た
朝
紫
（
あ
さ
む
ら
さ
き
）

と
い
う
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

紫
米
と
白
米
を
一
緒
に
育
て
る
と
、
交
配
し

て
し
ま
い
、
白
米
は
雑
穀
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
紫
米
は
あ
る
程
度
隔
離
さ
れ

た
場
所
で
栽
培
す
る
必
要
が
あ
り
、
山
に
囲

ま
れ
た
青
鬼
地
区
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

栽
培
1
年
目
は
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
収

穫
量
も
少
な
く
、
と
て
も
苦
労
を
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

青
鬼
地
区
で
30
年
続
く
紫
米
栽
培
。
青
鬼

地
区
の
農
村
風
景
と
、
30
年
の
時
間
を
感
じ

な
が
ら
、
紫
舞
（
紫
米
）
を
手
に
取
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

道
の
駅
白
馬
、
村
内
一
部
の
ス
ー
パ
ー
・
コ

ン
ビ
ニ
、
そ
の
他
小
売
店
で
お
買
い
求
め
い
た

だ
け
ま
す
。

就
農
5
年
目
に
し
て
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー

ル
国
際
大
会
で
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
太お

お
た
に谷
敏と
し
や也

さ
ん
。

家
業
の
旅
館
を
継
ぐ
べ
く
、
10
年
余
り
働
い
た
農

業
法
人
を
後
に
し
た
敏
也
さ
ん
に
、
父
は
旅
館
を
畳

む
こ
と
を
告
げ
ま
し
た
。
冬
は
白
馬
八
方
尾
根
ス
キ
ー

場
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
敏
也
さ
ん
は
、

見
上
げ
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
級
の
北
ア
ル
プ
ス
、
見
下

ろ
せ
ば
広
が
る
田
園
風
景
こ
そ
白
馬
の
宝
だ
と
、
以

前
か
ら
休
耕
田
に
心
を
痛
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

稲
作
農
家
と
し
て
新
規
就
農
し
、
今
で
は
12 

ha
の
水

田
を
耕
作
す
る
大
規
模
農
家
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
ほ
場
ご
と
に
食
味
を
測
定
し
、
施
肥
設
計
を

工
夫
し
て
き
た
こ
と
が
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
の
は
も

ち
ろ
ん
、
白
馬
の
豊
富
な
雪
解
け
水
や
標
高
が
美
味

し
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
、
白
馬
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
に
自
信
を
持
ち
つ
つ
、
様
々
な
品
種
や
品
目
の
試

作
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
6
月
に
は
法
人
化
し
、

白
馬
を
愛
す
る
若
手
従
業
員
の
雇
用
安
定
も
図
り
ま

す
。白

馬
の
豊
か
な
自
然
、
観
光
を
食
が
つ
な
げ
る
白

馬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
に
向
け
、
白
馬
米
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
に
奮
闘
す
る

日
々
で
す
。

美
し
い
白
馬
で
美
味

し
い
白
馬
米
を
！

1
　
狩
猟
免
許
試
験

（
1
）
日
程
　
令
和
3
年
8
月
29
日
（
日
曜
日
）

（
2
）
会
場

大
町
市
大
町
1
0
5
8
―
2
　
長
野
県
大
町
合
同
庁
舎

（
わ
な
・
銃
の
み
）

・
今
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は

中
止
や
日
程
等
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
3

密
を
避
け
る
措
置
を
行
う
た
め
、
試
験
日
、
試
験
会
場
に

よ
っ
て
は
受
験
受
付
期
限
前
に
終
了
等
の
対
応
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

2
　
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会

（
1
）
日
程

　 

令
和
3
年
8
月
20
日
（
金
曜
日
）

（
2
）
会
場

　 

大
町
市
大
町
1
0
5
8
―
2
　
長
野
県
大
町
合
同
庁
舎

3
　
そ
の
他

（
1
）�

初
心
者
講
習
会
受
講
及
び
狩
猟
免
許
試
験
の
受
付

期
間
は
令
和
3
年
7
月
26
日
〜
8
月
6
日
で
す
。

（
2
）�

初
心
者
講
習
会
の
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
講
習

会
当
日
に
テ
キ
ス
ト
（
狩
猟
読
本
、
試
験
例
題
集
、

カ
モ
の
見
分
け
方
計
3
，
4
0
0
円
程
度
）
を
購

入
の
上
、
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/yasei/

sangyo/ringyo/shuryo/oshirase.htm
l

）
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
長
野
県
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
林
務
課

（【
電
話
】
０
２
６
１
‐
２
３
‐
６
５
１
９
）
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

南京香稲 朝紫
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雪
山
と
里
の
草
花
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
美
し
い
季
節
。
山
の

雪
解
け
が
進
み
、
雪
形
も
く
っ

き
り
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
時
期
な
ら
で
は

の
景
色
を
収
め
る
た
め
村
内
各

地
の
撮
影
を
行
い
、
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
一
貫

で
、
再
生
原
料
を
使
用
し
た
商

品
製
作
を
現
在
H
A
K
U
B
A 

O
R
I
G
I
N
A
L
で
進
行
中

で
す
。
商
品
が
出
来
上
が
り
次

第
、
村
内
の
皆
様
に
も
チ
ェ
ッ

ク
し
て
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

3
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
無
事

に
任
期
を
終
え
ら
れ
た
の
は
、
役
場
職
員
の
皆
様
、

村
民
の
皆
様
か
ら
の
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
だ
っ
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

移
住
定
住
と
い
う
仕
事
に
対
し
手
探
り
で
進
め
た

3
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
未

熟
な
点
も
至
ら
な
か
っ
た
点
も
多
々
あ
っ
た
か
と
は

思
い
ま
す
が
、
皆
様
か
ら
、
や
さ
し
い
気
遣
い
や
、

さ
り
げ
な
い
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

隊
員
の
任
期
が
終
了
し
ま
し
て
も
、
仕
事
内
容
は

変
わ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
同
じ
役
場
内
で
集
落
支

援
員
と
し
て
勤
務
を
続
け
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

し
ろ
う
ま
パ
ル
ハ
ウ
ス
で
は
入
学
式
か
ら
約
二
か

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
先
輩
後
輩
の
垣
根
を
越
え
て
、

寮
生
み
ん
な
が
仲
良
く
穏
や
か
に
過
ご
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

要
因
と
し
て
１
年
生
の
素
直
さ
＆
ラ
ブ
リ
ー
さ
も

あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
２
年
生
が
協

力
し
主
体
的
に
寮
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
頑
張
っ
て

い
て
、
１
年
生
と
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
接
し
つ
つ
も
先

輩
と
し
て
厳
し
く
も
温
か
い
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

寮
生
み
ん
な
の
作
り
上
げ
て
い
る
今
の
寮
は
、
ど

こ
に
出
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
素
晴
ら
し
い
寮
だ

と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

観光課付　白馬村観光局派遣　マーケティング担当　清宮

総務課付 白馬高校支援係 派遣
高校寮スタッフ 上山・筒井

総務課 移住・定住担当 大石
地域おこし協力隊退任のご挨拶

オンライン販売サイトHAKUBA ORIGINAL
　https://hakubaoriginal.stores.jp/
白馬村観光局facebook
　https://www.facebook.com/hakubavillage
Instagram
　https://www.instagram.com/hakubalife/

情
報
公
開
制
度
実
施
状
況
及
び

個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況
の
公
表

入
札
結
果

白馬村情報公開条例第16条（実施状況の公表）及び白馬村個
人情報保護条例第27条（運用状況の公表）の規定に基づいて、
令和2年度の状況を次のとおり公表します。

※ 教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会、固定資産評価審査委員
会に対する請求はありませんでした。

◇行政文書公開の状況（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

実施機関 請求件
数

公　開　区　分 左記に係る
不服申立て公　開 部分公開 非公開 不存在 取下げ

村 12 1 8 1 2 0 1
議会 8 8 0 0 0 0 0

教育委員会 1 1 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0 0 0
農業委員会 0 0 0 0 0 0 0
固定資産評価
審査委員会 0 0 0 0 0 0 0

◇個人情報開示の状況（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

実施機関 請求
件数

公　開　区　分 左記に係る
不服申立て公　開 部分公開 非公開 不存在 取下げ

村 2 2 0 0 0 0 0

工事名 令和３年度白馬村役場
庁舎屋根修繕工事

入札日 令和3年4月22日

場所 白馬村役場庁舎

落札者 有限会社池田建設

落札
決定額

11,330,000円

入札者 中村工務店
株式会社白馬平林建設
有限会社彦工務店
株式会社宮尾建設
株式会社リホーム白馬
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公
用
封
筒
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

白
馬
南
小
学
校
P
T
A
資
源
回
収
ご
協
力
の
お
願
い

患
者
等
搬
送
事
業
者
を
認
定

し
ま
し
た

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬南小学校　電話：0261-75-2010
■介護タクシーあずさ（池田町大字池田二一四九ー四）

電話番号 （留守電・FAX）　 070-8333-4492　0261-62-1155

例
年
白
馬
南
小
学
校
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
資
源
回
収
で
す
が
、
今
年
度
は
昨

年
度
と
同
様
回
収
作
業
は
行
わ
ず
、
白
馬
南
小
学
校
の
体
育
館
西
側
角
に
お
い
て

専
用
の
回
収
カ
ゴ
に
よ
る
回
収
と
な
り
ま
し
た
。

・ 

回
収
期
間
　
令
和
3
年
4
月
1
日
〜
令
和
3
年
11
月
30
日
（
期
間
は
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

・ 

回
収
場
所
　
白
馬
南
小
学
校
　
体
育
館
西
側
角

・ 

受
入
れ
時
間
　

8
時
30
分
〜
16
時
（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）

・ 

回
収
品
目
　
ア
ル
ミ
缶
の
み
（
牛
乳
パ
ッ
ク
・
一
升
瓶
・
ビ
ー
ル
瓶
は
回
収
品

目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・ 

回
収
方
法
　
ア
ル
ミ
缶
は
中
身
を
洗
っ
た
う
え
で
潰
し
、
直
接
カ
ゴ
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
村

民
の
皆
様
へ
の
各
種

情
報
提
供
及
び
地
域

経
済
の
活
性
化
並
び

に
自
主
財
源
の
確
保

等
を
目
的
と
し
て
、

公
用
封
筒
に
掲
載
す

る
有
料
広
告
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
に
つ
い
て
の

詳
し
い
内
容
は
、
白

馬
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
担
当
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

皆
様
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○ 

掲
載
位
置
：
封
筒
裏
面
（
単
色
刷
り
）

○ 

掲
載
料
：
入
札
に
よ
り
決
定

○ 

掲
載
内
容
：
白
馬
村
広
報
等
有
料
広
告

掲
載
要
綱
及
び
白
馬
村
広
報
等
有
料
広

告
掲
載
基
準
の
規
定
を
満
た
す
も
の
。

○ 

申
込
受
付
期
間
：
令
和
３
年
７
月
１
日

（
木
曜
日
）
か
ら
同
月
23
日
（
金
曜
日
）

ま
で

○ 

提
出
書
類
：
白
馬
村
広
報
等
有
料
広
告

掲
載
申
込
書

　
白
馬
村
公
用
封
筒
広
告
掲
載
見
積
書

　
掲
載
広
告
原
稿
及
び
図
面

○ 

選
定
基
準
：
白
馬
村
広
報
等
有
料
広
告

掲
載
審
査
会
で
審
査
の
上
、
広
告
掲
載

が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
申

込
価
格
の
高
い
者
か
ら
広
告
主
と
し
て

決
定
し
ま
す
。

○ 

そ
の
他
：
広
告
掲
載
を
申
し
込
ま
れ
る

方
は
、
次
の
要
綱
等
を
事
前
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

（
１
）
白
馬
村
広
報
等
有
料
広
告
掲
載
要
綱

（
２
）
白
馬
村
広
報
等
有
料
広
告
掲
載
基
準

（
３
） 

白
馬
村
公
用
封
筒
へ
の
広
告
掲
載
等

に
関
す
る
要
領

※ 

右
記
要
綱
等
及
び
申
込
書
・
見
積
書
は

白
馬
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

○広告媒体及び枚数・規格等
公告を掲載する

封筒 作成枚数 広告枠の規格 募集枠数 最低価格 担当課
(申込場所)

共通封筒
長形３号

120㎜×235㎜
20,000枚 縦60㎜

横80㎜ 最大３枠 40,000円 総務課

※共通封筒とは全ての課で使用される一般文書送付用封筒を指します。

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で
は
、
患
者
等
搬
送 

（
い
わ
ゆ
る「
民
間
救
急
」）事
業
者
に
、
介
護
タ
ク
シ
ー

あ
ず
さ
（
代
表
　
須
澤
豊
夫
）
を
認
定
し
ま
し
た
。

患
者
等
搬
送
事
業
で
は
、
障
が
い
や
ケ
ガ
に
よ
り

車
椅
子
や
寝
台
を
必
要
と
す
る
方
、
移
動
に
介
助
を

要
す
る
方
を
、
医
療
機
関
や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
、

ご
希
望
の
場
所
ま
で
搬
送
し
ま
す
。

搬
送
車
両
に
は
、
寝
台
な
ど
を
固
定
す
る
構
造
と

応
急
手
当
用
の
器
材
を
備
え
、
乗
務
員
は
、
利
用
者

の
急
変
に
対
応
す
る
た
め
の
資
格
を
有
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
や
予
約
は
、
直
接
、
事
業
者
へ
お
願
い

し
ま
す
。
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再
就
職
や
転
職
を
目
指
す
皆
様
へ

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
職
業
訓
練
）の
ご
案
内

長
野
県
姫
川
砂
防
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

白
馬
村
少
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
・

第
61
回
白
馬
村
ス
ポ
ー
ツ
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

働
く
意
思
と
能
力
が
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
さ
れ
て
い
る
方
な
ら

無
料
で
受
講
が
可
能
で
す
。（
一
部
自
費
負
担
あ
り
）

訓
練
期
間
中
は
、
雇
用
保
険
ま
た
は
求
職
者
支
援
制
度
に
基
づ
く
給
付
金
が
受

給
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〇
主
な
訓
練
コ
ー
ス

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
、
I
T
関
連
、
O
A
経
理
事
務
、
介
護
福
祉
、
W
E
B
デ
ザ

イ
ン
、
他

〇
訓
練
期
間

原
則
２
か
月
か
ら
６
か
月
間

※ 

詳
し
く
は「
ハ
ロ
ト
レ
長
野
」で
検
索
い
た
だ
く
か
、最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
及

び
長
野
労
働
局
訓
練
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

砂
防
施
設
の
点
検
を
行
い
ま
す

白
馬
村
内
に
建
設
さ
れ
た
砂
防
施
設
の
長
寿
命
化
を

計
る
た
め
、
砂
防
施
設
及
び
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設

の
点
検
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
点
検
調
査
の
た
め
調
査

員
が
点
検
調
査
対
象
施
設
周
辺
の
土
地
に
立
ち
入
り
ま

す
。
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

お
願
い

・
人
家
近
く
で
の
調
査
の
場
合
は
、
声
を
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・ 

調
査
の
た
め
調
査
対
象
施
設
付
近
で
、
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
飛
行
さ

せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
調
査
に
支
障
と
な
る
立
木
の
枝
払
い
や
草
刈
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
現
地
調
査
の
際
は
身
分
証
を
携
帯
し
ま
す
。

調
査
対
象
： 

白
馬
村
全
域
（
砂
防
堰
堤
等
の
砂
防
施
設
、
落
石
防
止
柵
等
の
急

傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
）

期
間
：
令
和
3
年
6
月
中
旬
〜
令
和
3
年
11
月
下
旬
ま
で
の
間

　
　
　（
１
施
設
の
調
査
時
間
は
１
〜
２
日
で
す
。）

調
査
会
社
　
株
式
会
社
ア
ン
ド
ー
　
松
本
支
店

	

T
E
L 

0
2
6
3
‐
4 

8
‐
0
4
8
0

	
東
北
信
支
店

	
T
E
L 

0
2
6
7
‐
2 

2
‐
5
4
4
6

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
で
は
７
月
４
日
（
日
曜
日
）
に
白
馬
村
少
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
、
７

月
11
日
（
日
曜
日
）
に
第
61
回
白
馬
村
ス
ポ
ー
ツ
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
第
61
回
白
馬

村
ス
ポ
ー
ツ
祭
（
大
人
の
部
）
は
、
例
年
よ
り
1
ヶ
月
遅
い
開
催
と
な
り
ま
す
が
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、

中
止
の
判
断
を
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

お問合せ　生涯学習スポーツ課　0261-72-8770
連絡先　ハローワーク大町　0261-2 2-0340
　　　　長野労働局訓練室　026-226-0862

問合せ先　姫川砂防事務所　砂防課　　TEL 0261-8 2-3100
　　　　　白馬村役場　建設課　　　　TEL 0261-8 5-0724
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白
馬
村
の
第
２
期
食
育
推
進
計
画
の

今
年
度
の
推
進
テ
ー
マ
は
「
食
を
つ
く

ろ
う
」
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
お
う
ち
時

間
が
ふ
え
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
家

族
み
ん
な
で
食
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？
今
回
は
お
う
ち
で
の
食
を
つ

く
る
の
に
役
に
立
つ
情
報
に
つ
い
て
お

届
け
し
ま
す
。

お
う
ち
で
つ
く
っ
て
み
よ
う
☆

〜
白
馬
の
紫
米
を
食
べ
よ
う
〜

　
白
馬
村
青
鬼
地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
古
代
米
「
紫
米
」。
紫
米
の
特
徴
と
言

え
ば
な
ん
と
い
っ
て
も
鮮
や
か
な
紫
色
！

お
こ
わ
や
お
は
ぎ
に
使
用
し
て
も
、
も

ち
ろ
ん
目
に
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま

す
が
、今
回
は
少
し
変
わ
り
種「
お
寿
司
」

を
紹
介
し
ま
す
。

お
祝
い
に
も
♪
紫
米
の
手
巻
き
寿
司

○
材
料
（
2
〜
３
人
分
）

　
精
白
米
　
２
合

　
紫
米
　
大
さ
じ
２

　
寿
司
酢
　 （
酢
大
４
　
砂
糖
大
２
　

　
　
　
　
　
塩
小
２
　
煮
詰
め
る
）

　
　
　
　
　
お
好
み
で
調
節
し
て
く
だ
さ
い

　
焼
き
海
苔
　
適
量

　
お
好
き
な
具
　 （
玉
子
焼
、き
ゅ
う
り
、

カ
ニ
カ
マ
、
海
鮮
等
）

※ 

酢
飯
は
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
な
の
で
卵

や
キ
ュ
ウ
リ
の
黄
や
緑
は
き
れ
い
に

映
え
ま
す
☆

○
作
り
方

① 

お
米
を
と
ぎ
、
紫
米
を
加
え
、
２

合
分
の
水
で
炊
く
。

② 

炊
き
上
が
っ
た
ら
大
き
目
の
容
器

に
入
れ
寿
司
酢
を
回
し
か
け
、
う

ち
わ
な
ど
で
あ
お
ぎ
な
が
ら
切
る

よ
う
に
混
ぜ
る
。

※ 

紫
色
素
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
酸
（
酢
）

を
加
え
る
と
綺
麗
な
ピ
ン
ク
色
に
☆

混
ぜ
る
と
き
の
色
の
変
化
に
も
注
目
☆

③ 

海
苔
に
酢
飯
を
広
げ
、
具
材
を
置

い
た
ら
巻
い
て
１
口
大
に
切
る
。

お
う
ち
で
食
育
し
よ
う
☆

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
自
粛
さ

れ
る
中
、
食
育
活
動
が
積
極
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
「
今
、
で
き

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
お

う
ち 

d
e 

食
育
」
を
テ
ー
マ
に
、

家
庭
内
で
取
組
め
る
食
育
コ
ン

テ
ン
ツ
（
動
画
や
ゲ
ー
ム
、
ク

イ
ズ
な
ど
）
を
ま
と
め
て
あ
り

ま
す
。
家
族
や
お
友
達
と
ご
活

用
く
だ
さ
い
☆

長
野
県
の
食
を
覗
い
て
み
よ
う
☆

信
州
の
豊
か
な
風
土
に
育
ま

れ
た
農
畜
水
産
物
、
主
原
料
が

信
州
産
の
加
工
食
品
、
信
州
の

暮
ら
し
に
根
差
し
た
郷
土
食
な

ど
を
「
お
い
し
い
信
州
ふ
ー
ど
」

と
し
て
、
そ
の
価
値
を
県
民
と

共
有
し
、
広
く
発
信
し
て
い
ま

す
。長

野
県
な
ら
で
は
の
食
材
の

図
鑑
や
、
そ
れ
ら
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
う
ち
で
お
試
し
あ
れ
☆

健
康
づ
く
り
だ
よ
り
　
今
だ
か
ら
こ
そ
、お
う
ち
の「
食
」つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話： 0261-85-0713
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白 馬 
高 校 

HAKUBA H.S. 
Report Channel 
白馬高校レポートチャンネル 

  

令和３年５月 14日 

（第 157号） 

TEL 0261(72)2034(代表)  

 

 4月 7日 入学式 

ホームページも

ご覧ください⇒ 

令和 3年度入学生の入学式を挙行しました。今年度は、

来賓はお招きせず、参列の保護者の方も各家庭１名とする

など、コロナ感染予防対策をとり、規模を縮小した形で実施

することができました。 

今年度は、A組普通科 23人、B組国際観光科 25人の

計 48 人の入学者を迎え入れることができました。入学式

では、白馬中学校出身の林璃宮さんが新入生代表宣誓を行

いました。 

式場では緊張した表情を見せていた新入生たちでした

が、その後の各クラスでのホームルームでは、和やかな雰囲

気の中で新入生たちの元気な声が聞こえてきました。 

白馬高校創立 70 周年の節目の年に入学した彼ら彼女ら

が自分の夢の実現のために「挑戦」を続け、白馬高校に新た

な歴史を刻んでくれることを大いに期待しています。 
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４月 28日 生徒総会 

4月 23日 観光コミュニケーション英語 フィールドワーク 

国際観光科の２年生が英語でのガイドの仕方を学びました。今後は、生徒たち自身がツアーを考案し、実際に外国

人の方をガイドします。今回のフィールドワークでは、しろうま荘の支配人でおられる丸山俊郎さんと白馬村在住で

プロの英語ガイドでおられるアンドリュー・ケリーさんが講師となって、地獄谷野猿公苑と小布施、善光寺を巡りな

がら、生徒たちに英語でのガイドの実際を教えてくださいました。 

ガイドのお二人からは、「ガイドではシンプルかつ伝わりやすい表現を使うこと」、「事実を説明するだけでなく、自

分の見たことや体験したこと、感動したことなどの“Personal Information”を伝えるとお客様に喜ばれる」、「ガ

イドにおいて、『ことば』も大切であるが、何よりも『こころ』が一番大切である」などの、ホテルの支配人とプロの

ガイドとしてのご経験に裏付けられた貴重なアドバイスをいただきました。きっと生徒たちもガイドとしての心構え

とホスピタリティを学び取ることができたと思います。 

コロナ感染予防対策をとり、今年度は Zoomで各教室を

つないで、リモート形式で生徒総会を実施しました。生徒

会長のあいさつの後、令和３年度生徒会スローガンおよび

基本方針と委員会・クラブ活動内容の発表が行われました。

続く令和２年度一般会計決算報告および令和３年度一般会

計予算案は、各教室での挙手により無事承認されました。

総会の最後には、７月に開催予定の第 70回しろうま祭の

テーマが委員長から発表されました。 

 

総会終了後には、校歌と白馬

高校の応援動画が１年生の各

教室に流され、１年生のみなさ

んは食い入るように先輩たち

の応援を見ていました。きっと

白馬高校の伝統を感じ取って

くれたと思います。 

 

まるやまとしろう
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図書館だより
No.235

令和3年6月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

書　　名 著者名

白鳥とコウモリ 東野　圭吾
ドキュメント 湊　かなえ
流れゆくままに 渡　哲也
魂手形 宮部　みゆき
クローゼットは6着でいい 二神　弓子
ホクトの1番おいしいきのこレシピ ホクト（株）／監修
食べられる庭図鑑 良原　リエ
松山三四六の信州ディープツアー 松山 三四六

書　　名 著者名

一年生なんだもん 村上　しいこ／さく
たいくつなにちようび MICAO／さく・え
俳句部、はじめました 神野　紗希
ふしぎ駄菓子屋銭天堂　１５ 廣嶋　玲子／作
都会（まち）のトム＆ソーヤ １７ はやみね　かおる

【一般・郷土】

【児童書・絵本】

〇新着案内

この他の新着案内は、パソコンやスマートフォンでご覧ください。
【白馬村行政HP→白馬村図書館→図書館カレンダー・蔵書検索・新着案内】

〇お知らせ

英語版の本
中村 哲（NAKAMURA　Tetsu）

『PROVIDENCE WAS WITH US:How a Japanese Doctor 
Turned the Afghan Desert Green』

　　― ６・７月の休館日―
・毎週月曜日
・祝日（７／２２ ・ ７／２３）
・館内整理日（６／２５ ・ ７／３０）

英語版の本や手塚治虫の漫画が、自由に閲覧できるようになりま
した！お気軽にご利用ください。

今月のおすすめ本

〇図書館利用案内

『山登りねこ、ミケ』
岡田 裕

 TV番組でも紹介された登山猫・ミケ。信州・
安曇野の山好き夫婦と登った山は60以上! 登山
の記録やミケの姿がオールカラーで掲載。

フレッシュな季節のフルーツをジュー
スやジャム、デザートで。おいしく
味わえるメニューを56種類紹介。

日本には昔から「呪術」が存在してい
た！漫画『呪術廻戦』に登場するキャ
ラクターや呪術を、陰陽師などの系譜
や、実在した呪術の歴史からヒモ解く。

とある現役書店員さんが描いた書店
あるある。クセが強いお客さんとの
ほどよいバトルや、書店の日常をほ
のぼの描いたコミック。

パンダが作った麺に、
月の畑でとれたキャ
ベツ...ってホント！?
ウソが大好きな主人
が作ったやきそば。
食欲もわいてくる絵
本。

宇宙旅行や国際宇宙ステーションの
最新情報が楽しみながら分かる宇宙
のガイドブック。宇宙に関わる様々
な人のインタビューも満載。

内容紹介

『サカタフルーツパーラー』
坂田　阿希子

『呪術の日本史』
加門　七海／監修

『カバーいらないですよね』
佐久間　薫

『ウッソースやきそば』　
ささき　みお／作・絵

『るるぶ宇宙』
林　公代／監修
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6月～ 7月　保健ガイド

16日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■休・祝日緊急当番医表

月日 曜日 北部地区
（白馬・小谷） 大町市内 南部地区

（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局
当番店

6月20日 日 白馬診療所 柿下クリニック 平林メンタルクリニック 平林歯科医院 大町市 （0261）22-1149 フジノヤ薬局
6月27日 日 小谷村診療所 最上整形外科クリニック 近藤医院 きらり歯科医院 松川村 （0261）62-0005 ―
7月  4日 日 栗田医院 遠藤内科医院 西森整形外科 宮下歯科医院 大町市 （0261）22-0297 太田薬局
7月11日 日 横沢医院 菊地クリニック あづみ病院 師岡歯科 池田町 （0261）62-9781 白馬アップル薬局
7月18日 日 神城醫院 小野医院 太田医院 砂田歯科医院 大町市 （0261）22-0648 フジノヤ薬局
7月22日 木 白馬診療所 平林医院 松本クリニック 丸山歯科クリニック 松川村 （0261）62-0648 フジノヤ薬局
7月23日 金 しんたにクリニック 横澤内科医院 せりざわクリニック 横澤歯科医院 大町市 （0261）22-1343 フジノヤ薬局
7月25日 日 小谷村診療所 市立大町総合病院 吉村医院 竹内歯科医院 池田町 （0261）62-2151 ―

■ 予防接種 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

6月25日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
7月  9日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
7月28日（水） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
7月30日（金） 破傷風ジフテリア・二種混合予防接種 個別にご案内します（小学6年生対象）

■ 乳幼児健診等 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

6月23日（水） あそびの教室ほっぷ② 2019年4月～5月生
6月23日（水） 3才健診　※ 2018年3月20日～5月8日
6月24日（木） 2か月育児相談 2021年4月生
6月28日（月） PT（理学療法士）相談 予約制
7月  1日（木） あそびの教室ほっぷ③ 2019年4月～5月生
7月  5日（月） 育児相談・マタニティ相談 予約制
7月  8日（木） 乳児健診 2021年2月生・2020年8月生
7月20日（火） よちよち相談 2020年3月～4月生
7月21日（水） 1歳半健診 2019年11月～2020年1月10日生
7月26日（月） PT(理学療法士)相談 予約制
7月29日（木） 2か月育児相談 2021年5月生

※6月23日の3才健診は、こどもカレンダーでご案内した日程（6月22日）から、
　コロナワクチン予防接種日の都合により変更となっております。

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

7月27日（火） 10：00～15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター
２階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-0713

※電話でご予約ください(匿名可)。相談時間は1人30分程度です。
■弁護士無料法律相談（予約制）

開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

7月14日（水） 10：00～15：00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

澤
サワジ

地　雅
マサヒロ

弘　弁護士 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は３０分ですので、相談内容を整理してお越しください。
■司法書士無料相談（予約制）

開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

8月  4日（水） 13:00～16:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

帶
オビカネ

金　康
ヤススケ

祐　司法書士 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。
■ 子育て支援ルーム
※�現在、支援ルームの開室は自由利用となっています。新型コロナウイルス感染の状況により、閉室又は開室時間の変更をする事も
ありますので、ご不明な点がある時には、子育て支援ルーム ( ☎ 0261-72-3025) までお問合せください。

　白馬村子育て支援アプリ�“ 母子モ ”�にも掲載します。
◎支援ルームご利用の際は、必ず検温をしてからお越しください。
　入室したらまず、手洗いと健康確認チェックシートの記入をお願いします。
◎今年度より登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入もお願いします。　　
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人口：8,509 人　男：4,261 人　女：4,248 人　世帯数：3,960 世帯
（令和 3年 6月 1日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）

6
2021
vol.537

編集後記
令和3年5月20日から豪雨などの災害時に使用される避難情報の発信内容が変わりました。これまで使用さ
れてきた「避難勧告」は廃止され、「避難指示」に一本化されることとなりました。出水期に近年日本中で様々
な災害が発生し、いつ白馬村で災害が起きてもおかしくありません。適切な情報を迅速に受け取ることが非常
に重要となりますので、白馬村防災アプリのダウンロードをお願いいたします。
� (広報編集担当：田中)

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1268人
（令和3年 2月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

河津バガテル公園開園 20周年

平成13年に開園した河津バガテル公園が今年４
月28日、春バラシーズンの開幕とともに開園20
周年を迎えました。公園は開園後、結婚式や祭典、
近年ではテレビドラマ、映画のロケ地として使わ
れるなど、20年を経てバラを愛でる公園からさま
ざまな可能性を持つ施設として成長を続けていま
す。
春バラは、例年より10日ほど早く５月７日ごろ

に見頃を迎え、ゴールデンウィークには多くの人
が優雅に咲く春バラを楽しみました。

鯨供養祭

太地町内梶取崎にある鯨供養碑前において、鯨
供養祭が行われました。
今年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、

関係者のみでの開催となりました。
古来より食文化など様々な恵みをもたらし、町

の発展に大きく寄与してきた鯨類に感謝の意を表
すとともに、捕獲された鯨類の冥福を祈りました。

見頃を迎え満開に咲き誇る春バラ
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